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GeographicalVariationofRz?”0伽”zα〃"た"0（Bolivar,1890；
（Orthoptera,Acrididae）
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GeographicalvariationofP､柳j加dowasanalyzedforanumberofindividuals
collectedfromvariouslocalitiesofcentralandnorthHonshUJapan、Headwidth
(HW),bodylength(BL),prothoraxlength(PL),forewinglength(FL)andhindfemur
length（HFL）weremeasuredandstatisticallyanalyzedThevaluesoffourratlos
(BL/HW,PL/HW,FL/HW,HFL/HW)werenearlyconstantregardlessofheadwidth
Negativecorrelationwasrecognizedbetweenaltitudeandheadwidth、Theunder
surfacecolorofhindfemurwasredinmostofthedistributionalarea,butpalepinkish
whiteinapartofthesouthernarea、Thefourtypeswererecognizedformale
genitalia・ThetypeAoccupiedmainlynorthemareaofdistribution,theother3types
southernarea．
ミカドフキバッタR次zpO伽s"α加娩”0
（Bolivar、1890）は、滋賀県以北の本州中・
北部から北海道・クナシリ島にかけて広く分
布する短遡フキバッタの一種で、丘陵地から
亜高山帯まで広く生息する（根来・瀬川、
1988,1990)。筆者は、富山県とその周辺の本
種の変異について、雄交尾器には3型を区別
できるが、それらは中間型によって連続する
こと、後腿節下面の色彩が富山県南西部～岐
阜県北部産の個体では淡色化すること、雄尾
毛が北方産の個体ほど細長くなる傾向がある
ことを報告した(根来、1987)。また、低地産
の個体と山地産の個体では、体の大きさに大
きな差異があることも知られている（長島、
1988)。
筆者は、本州各地産の個体について、体の
*富山市科学文化センター研究業績第99号
4零
大きさ、後腿節下面色彩および雄交尾器の地
理的変異を統計的に解析したのでその結果を
報告する。
本文に先立ち、文献等ご教示いただくとと
もに本稿をお読み頂き貴重なご指摘をいただ
いた、松阪女子短期大学上島法博教授、富山
大学鈴木邦雄教授、直通類研究グループの加
納康嗣氏に厚くお礼申し上げる。
材料および方法
1．材料
調査標本は以下の通りである。採集データ
の頭の番号は、それぞれFig.9．10の産地お
よび交尾器の図番号に対応する。採集者は全
て筆者である。
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3・青．青森市八甲田前岳山麓、2忽忽2早
早、22-VIII-1987
4．青．上北郡十和田湖町休屋、2332早
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10・福島県郡山市熱海、2畝31￥、l3-VIII
-1988
11・福．会津若松市東山、2332早¥、l3
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早、l4-VIII-l988
13・新潟県北魚沼郡湯之谷村栃尾又､5ざ'3
2早早、31-V11-1988
14．新．中頚城郡妙高高原町田口、3333
早¥、30-VII-l988
15･長野県飯山市戸狩、23罰l¥、31-VIX
-1988
16・長．下高井郡野沢温泉、3333早¥、
31－VII-l988
17・長．下高井郡山ノ内町上林、2忽ざ'2早
早、31-VIII-l988
18・長．下高井郡志賀高原、131早、l-IX
-l988
19・長．松本市入山辺、3333¥¥、2－IX
-l988
20・長．松本市美ケ原、2332早早、2－IX
-l988
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21．新．柏崎市米山、131￥、l8-VII-l989
22・新．西頚城郡能生町百川、2333早¥、
l8-VII-l989
23・新.糸魚川市平岩､3ダダ2早早、30-V11
-1988
24．長．大町市中綱湖、23ざ'、30-V1-1987
25．富山県下新川郡朝日町滝淵、4333¥
鼎、4－IX-l986
26・富．下新川郡宇奈月町黒薙、33罰l乳
7－IX-1987
27・富．下新川郡宇奈月町祖母谷、4332
¥早、29-IX-l986
28・富．中新川郡黒部湖東畔、5J32早早、
22-IX-1989
29、富．中新川郡黒部湖西畔、6333早鼎
8－IX-l988
30・富．中新川郡立山弥陀ケ原、73畝5¥
ギ、25-IX-l986
31・富．上新川郡立山カルデラ内、4ざ↑ず'1
￥、28-VIII-1987
32・富．下新川郡宇奈月町僧ケ岳林道、5ダ
ダ1¥、l3-VIII-l986
33・富．魚津市片貝東又谷、4332¥早、
l3-VIII-1986
34・富．中新川郡上市町蓬沢、5研33早呆
l1-IX-1986
35、富．中新川郡上市町釜池、43ざ'2早呆
20-VIII-l986
36、富．中新川郡立山町長倉峠、2ダダ、27
－V11-1989
37．富．中新川郡立山町石節平、2訊訊1鼎
24-X-1986
38．富．上新川郡大山町有峰、4331¥、
28-VIII-l987
39・富．上新川郡大山町有峰折立、333、
27-IX-1984
40・富．上新川郡大山町日尾、5罰伊3鼎早、
l8-VIII-1986
41・富．上新川郡大沢野町牛ケ増、63忽2
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早早、l8-VIII-1986
42・富．上新川郡大沢野町今生津、4332
早早、23-VII-l987
43・富．富山市呉羽山、2331早、26-V11
-1984
44．富．富山市城山、3忽ざ'2¥¥、25-VII
-l984
45・富．射水郡小杉町上野、131早、7－VIX
-l987
46・富．婦負郡婦中町高塚、4332平早、
7－VII-l987
47・富．婦負郡婦中町ねいの里、131早、
3－X-1986
48．富．婦負郡婦中町中通、5332早早、
9-1X-1986
49．富．婦負郡婦中町上瀬､233、27-VIII
-1986
50・富．婦負郡婦中町常楽寺、5332早呈
7－VⅡ-1987
51．富．婦負郡婦中町道島、5333早¥、
7－V11-1987
52．富．婦負郡八尾町桐谷、63罰1¥、27
－VIII-l986
53・富．婦負郡細入村楠原、3ざ'33早早、
l8-VIII-l986
54・富．婦負郡八尾町大長谷、23罰、l2-
VII-l985
55･富．東砺波郡利賀村上百瀬、33罰2早
早、31-VII-l986
56・富．東砺波郡利賀村坂上、3331早、
31-V11-1986
57．富．東砺波郡利賀村水無、3331早、
5－IX-1989
58・富．東砺波郡利賀村水無平、5ダダl早、
5－IX-1989
59・富．東砺波郡平村猫池、5ざ'32早早、
31-V11-1986
60．富．東砺波郡城端町縄が池、23、23－
VIII-1984
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61．岐阜県吉城郡古川町数河、2332早呆
l8-IX-l986
62・岐・吉城郡河合村天生峠、4332早呆
l8-IX-1986
63・岐・吉城郡国府町宇津江、5334¥¥、
2－VIII-l989
64・岐．吉城郡上宝村平湯、23毎3早早、
8－VIII-1989
65・岐・大野郡白川村平瀬､131￥､23-VIII
-l987
66・岐・郡上郡高鷲村蛭ケ野高原、13，23
－VIII-l987
67・石川県輪島市三井、4J33早早、l8-
VII-l988
68・石．鹿島郡中島町笠師保、43ざ'3￥¥、
l8-VII-l988
69，富．氷見市原山峠、’ず'、l-VIII-1984
70・富．高岡市太田、6罰伊3早早、24-VII
-l987
71・富．西砺波郡福岡町沢川、333，25－
V11-1989
72.石．河北郡津幡町興津、2罰伊3早早、
8－IX-l986
73・富．小矢部市宮島峡、3ざ'32早早、29
－VIII-1986
74・富．小矢部市倶利伽羅峠、3毎伊、17－
VIII-1986
75・富．東砺波郡福野町安居、131￥、22
－1X-1988
76.石．金沢市医王山、2罰訊、8-1X-1986
77.石．石川郡河内村瀬波、2罰忽l早、l5
－IX-1986
78.石．石川郡尾口村中宮温泉、2331早、
23-V111-1987
79.石．石川郡白峰村白峰、2331早、l5
－IX-1986
80.石．石川郡白峰村市の瀬、23罰、l5-
IX-l986
81・福井県勝山市谷峠、4334￥￥、23‐
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〔弧医 長は、原則として生時に測定したが、一部80％アルコール中に保存した個体も用いた。他
の個所の測定には、いずれも乾燥標本を用い
た。ただし、一部の個体については全個所の
測定ができなかったため、各個所の測定個体
数は異なる。頭幅と体長の測定には、富山・
福井・石川・岐阜・長野・新潟・福島・秋田
および青森県産の個体を用い、他の個所につ
いては富山県産のみを用いた。後腿節下面色
彩は、採集時に記録した。雄交尾器は、腹端
より引き出した後乾燥標本とし、ビノキュラ
ーで観察し、描画装置を用いてスケッチした、
Fig．1．Bodypartsmeasured
l，Headwidth（HW)；2．prothoraxlength（PL)；
3．forewinglength（FL)；4．hindfemurlength
(HFL)；5．bodylength（BL)．
VIII-l987
82．福．坂井郡金津町牛ノ谷峠、4駁研2早
早、27-VII-1987
83．福.福井市大土呂､3ダダ2早早、27-VII
－1987
84．福．南条郡今庄町新道、6334¥早、
27-VII-l987
結果および考察
1．体の大きさの変異性
Tablelに、各測定部分について最大･最小
および平均値を示した。雄・雌ともに頭幅・
後腿節長および体長については、最大値と最
小値の間に約1.5倍、前胸長と前迩長とでは
1.7～1.9倍の差が認められた。雌は、平均し
て雄より約1.4倍大きい。ただし、頭幅につい
ては約1.2倍で､雌は雄に比べ相対的に頭幅が
小さいことを示している。
Fig.2およびFig.3に、頭幅に対する前胸
長・前遡長・後腿節長および体長の比を示し
た。雄では、頭幅に対する前胸長・前迩長．
2．方法
体の大きさの変異性を明かにするため、
雄・雌とも頭幅・前胸長・前遡長・後腿節長
および体長を､ノギス(最小読みとり単位0.05
m）を用いて測定した（Fig.1）。体長と前遡
Table1．BodvsizevariationofR〃"cα伽
HWPLFLHF息B且
153
10．5～15‘§f
12．4±0．2
1．1
No．ofindividualsexamined
Range(m、）
Mean±95％confidencelimi年
Standarddeviation
64
19．0～29.号
24．2±0.5
1．9
260
3．5～4．9
4．0±0．1
0．3
????
??????
??? ?????】《??（
????
??
Male
55
6．0～10.s
7.9±0．2
0．9
55
12．2～20.~誉
16．1±0．4
1．6
108
4．1～5．9
4．7±0．1
0．4
、?、『????、?
????
??
No．ofindividualsexamined
Range(m、）
Mean士95％confidencelimits
Standarddeviation
97
26．0～38.零
32．8士0．6
2．9
Female
BL：bodylength；HW：headwidth；PL：prothoraxlength；FL：fol●ewinglength；HFL：hindfemurlength
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後腿節長および体長の比は
各々 平均L40,124,3.08お
よび5.81で、雌では164,
1.40,3.37および6.81である。
既述のように雌では相対的に
頭幅が小さいため各比とも
1.1～1.2倍雌が大きくなって
いる。頭幅と各比との関連は
Fig.2．3のとおりで､体長は
変動が大きいが、各個所とも
頭幅の大小にかかわりなくほ
ぼ一定の範囲にとどまってい
る。
Fig.4およびFig.5に産地
標高と頭幅に対する各測定個
所の比の関係を示した。後腿
節長の比を、500mごと
（0～500m、501～lOOO
m、・・・）の平均値でみる
と、雄では低地側より3.07,
305,3.09,3.17、雌では
3．37，3．33，3．37，3．42，3．30
となり、ほとんど標高による
差はみられなかった。他の個
所においても同様であった。
前胸長・後腿節長等の頭幅
に対する比は、頭幅の大小に
かかわらずほぼ一定とみなし
うる。標高の高低に対しても
同様である。よって、体の大
きさは、頭幅で代表しうると
考えられる。
Fig.6およびFig.7に標高
と頭幅の関連を示した。富山
県産は採集された標高をその
ままに示し、他県産は、気温
は緯度が1度高くなるごとに
1℃低下し、標高1000m上が
るごとに6℃低下するという
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ロ。｡｡。
□｡。○｡｡。｡ooo
oooooOOooQ
撫純§戦艦 PL/}1W
HW（m、）34
Fig．2．TheratiosofBL,HFLandPLtoHW≦
Ratio
1．5
1．0
3 4
Fig．3．TheratioofFLtoHW
HW（m、）
??
｡
◎ ○｡◎｡｡◎
ﾛo｡口。｡□。
■● o o8o80CCO
O●oo88●●8.8...・ﾛ
●●●●●●｡●･・｡
●● ｡●●●●･oo
HFL/lIW
●● ｡④●● ■●
●
⑦ﾛ'
12＆34～，
Male｡●●。。｡
Female｡○
｡。○｡8○○○OCC■●
●●･･･9.808●OCC《
●●．8●｡9。
●●･・●□
根来尚
Altituミミ
（m＞
20（）壷
150'心
l（）0＄
50唾
R atiol357
Fig．4.Therelationshipbetweenaltitudeandeachofthel－atiosofBL,HFLandPLtoHW
54
e
PL/HWHFL/HWBL/HW
O ｡
l＆23～56二
Male。●●
Female。○○
■ ■
●IDO○･･恥値 OOOC
句一一噸...←一一一一一●－℃・→e-e＝－－
●
‐・●●。
｡● ●
。?ー
?
??
???
●｡、｡
一言‐‐マ．ママママーーマ
唖
??
??
。｡
~ o ■●・●
oo-oo ・つ・・DoooDCoDo己
ミカドフキバッタの地理的変異
予想からなされた処置である。
Fig6より以下のことが読み取れよう。富
山県産雄については、1．最大頭幅は、標高
が上がるにつれて減少する、2．最小頭幅は
平地から700mまでは減少するが､それ以上で
は3,5mⅢで一定である、3．平均頭幅は、500
mごとにみると、4．25，3．97，3．77，3．65，
3．65（、）で標高が上がるにつれて減少する＝
以上の傾向は、他県産の雄でもまったく同様
であり、富山県産個体の分散の範囲におさま
る。富山県産の雌の平均頭幅は、雄と同様に、
標高が500m上がるごとに、5.13,4.78,
470,4.36,4.30と減少する。
Fig.8に、富山県産雄の後腿節長と標高と
の関連を示した。その傾向は頭幅におけると
同様である。他の測定個所についても同様の
傾向が認められた。
頭幅は、平均値、最大値とも高地の産地ほ
ど減少し、おそらくこれは体の大きさは温度
環境によって左右されることを示している。
一方、最小頭幅は高地の産地においても一定
値以下にはならず、これは本種の体の大きさ
の最小限界が､雄では頭幅3.5mに対応するも
の（雌では4．1m）であることを示している。
最大頭幅が標高と共に減少し、最小限度が一
定であれば、両者がある標高で一致すること
になる。その標高すなわち温度環境が本種分
布の絶対的上限また北限となるのではないか
と思われる。
標高700m以下では､低地ほど頭幅下限が大
きくなることから、分布下限（南限）につい
ても同様の解釈が適用できる可能性もある力乳
現在のところ資料が不十分である。
以上は、各産地での調査個体数が少ないた
め、多数の産地の個体を一まとめにして処理
した結果である。今後、各産地での調査個体
数を多くし、各産地ごとの変異性を明かにし
つつ全体的な変異性を吟味することが必要で
あろう。
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Fig．5．Therelationshipbetweenaltitudea'1dthe
ratioofFLtoHW．
田崎（1978）の説に基づいて、各採集地点を
北緯36度40分(富山県のほぼ中央)での標高に
換算して表示した｡たとえば､北緯39度50分.標
高200mの秋田県仁別は､(3端一端)ツ+200二7鰯
でほぼ730mに相当する。これは、頭幅がおそ
らく温度環境により影響されるであろうとの
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5§
2．雄交尾器の変異性と後腿節下
面の色彩
Fig9に調査地点および各産地
の後腿節下面の色彩、および雄交
尾器4型の分布範囲を示した。
後腿節下面色彩が淡桃色から乳
白色へと淡色化する現象は、前報
で述べたように富山県南西部・岐
阜県北部および石川県南部の範囲
でみられ、他地域ではあざやかな
赤色を呈する。
赤色群に囲まれた地域のうち祖
母谷（産地番号27）産個体で淡赤
色となるものが多く見られたが、
この地域の個体は体色自体が他地
域のものとは異なり、あざやかな
緑色ではなくにぶい緑色に赤色が
かるといった色彩を示しており、
富山県南西部等の淡色型とは別系
統のものと思われる。祖母谷は急
峻な黒部峡谷中の一支流であり、
同産地の集団は、他産地産のそれ
とは隔離されることで体色全体の
変化が固定されたのではないかと
考えられる。
赤色型と淡色型の分布圏の中間
に位置する41，51，73および82の
各産地では、赤色型・桃色型およ
び淡桃色型の3者が見られ、淡桃
色雄と赤色雌およびその逆の組み
合わせの交尾も観察された。42，
52，53，72および76の各産地では
各々その割合は異なるものの桃色
型と淡桃色型の両者がみられ、81
では赤色型と桃色型がみられた。
このように赤色型と淡色型とは互
いに浸透している。淡色型は、本
種の全分布域からみれば小地域を
ミカドフキバッタの地理的変異
占めるにすぎず、分布の南西
端にかたより、しかも赤色型
に挟まれているので派生的と
思われる。
Fig.10に各産地の雄交尾器
挿入器の背面観（一部は側面
観も付した）を示した。各産
地とも数個体観察しその代表
的なものを図示したが、同一
産地内ではほとんど差異は認
められなかった。雄交尾器は
大きく4型を区分できるが、
それらの中間型も見られる。
Fig9に各型の分布域を示し
た。A型は、東北から富山県
北部・能登半島にかけての広
い範囲で見られ、挿入器背弁
が半長楕円形、腹弁が左右に
張り出しひし形で先端は離れ
る。B型は、主に長野県で見
られ、背弁は半円形、腹弁も
半円形で先端は接近し共に多
少とも偏平化する。C型は、
富山県南部・岐阜県北部で見
られ、背弁は三角形、腹弁は
円形で先端は接近し共に縮小
肥厚化する。D型は、石川県
南部以南で見られ、背弁は半
楕円形、腹弁は半円形で先端
は接近し切れ込みがあり、共
に多少偏平化する。産地番号
13～16番産の個体は、A型と
B型の中間と認められ、29で
はA・B・C3型問の、31．
38．39および45～48ではA・
C型間の、77はA・D型間の、
28はB・C型間の、そして66
はC・D型間の中間と認めら
れるように、型間の変化に連
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Fig．11．MapshowingcentraltonorthHonshuat
Wiirmglacialperiod（Minato,1978）．
－：Coastallineatpresent；‐-------‐．coastal
lineatWUrmglacialperiod;〃ｸ"〃ｸｸ〃〃：theiso‐
thermatWUrmperiodwhichisassumedtocorre‐
spondwithpresentupperlimitofthesubalpine
zonebasedonMinato（1978）．
続性が認められ、また各型内の変化にも連続
性が認められた。
能登半島・富山県北部および東北地方産の
個体は、雄交尾器がA型で後腿節下面が赤色
型である。佐渡島および北海道産の個体も、
冨永他（1980）によれば、雄交尾器は筆者の
いうA型であり、また後腿節下面は加納
（1986）から判断すれば赤色型と推定される
ので、本質的に同じ集団が北日本に広く分布
していることになる。
淡色型の分布域は、C型の分布域と互いに
大きく重なるが、A・D両型の分布域の一部
6叉
でも見られる。また、C型の一部は赤色型に
含まれる。B・D両型は、挿入器背弁の円形
化・偏平化、腹弁の円形化の点で類似する。
B・C。Dの3型は、分布域が狭くかつ南
端にかたよっているのでA型に較べ派生的と
思われる。A型よりB・D両型の祖先型が派
生しそれが分布を広げた後、その分布を分断
するようにA型よりC型が派生し、分断され
たB・D両型の祖先型が各々B型。D型とな
ったのではないかと考えられる。
根来・瀬川（1988.1990）は、ミカドフキ
バッタの分布上限を亜高山帯上限と推定して
いる。そこで、氷河期に下降したと考えられ
る現在の亜高山帯上限に相当する温度環境線
を図示してみた（Fig.11)。これは、年平均気
温が8℃低下（湊、1978）したとして計算し
たもので、富山付近で標高約1100m、仙台付
近では同じく約800mに相当する。これをみる
と岐阜県古川町付近を中心とした地域は南北
でごく狭く途切れるものの、この線で周囲を
とり囲まれていることがわかる。この地域は
淡色型の分布およびC型の分布ともよく重な
り、B・D両型のほぼ中央にもあたる。この
ことから、寒冷期にこの地域に隔離された集
団が温暖期に分布を広げるということを繰り
返した結果現在の状態にいたったのではない
かと推定される。
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